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第３章 ５年間での市民、事業所意識の変化 

3-1 奈良市の環境に対する満足度と重要度について 

(1) 市民アンケート調査の結果 

■満足度が高いのは「④文化財や寺社の保存」「①山林・緑の多さ」｢⑧におい｣など、 

満足度が低いのは「⑮環境関連情報の提供」「⑯地域・学校での環境学習」「⑫道路環境」

などとなっています。 

■重要度が高いのは、「②水のきれいさ」「⑥空気のきれいさ」「⑦静かさ（騒音・振動）」な

どとなっています。 

（点）

②水のきれいさ
⑥空気のきれいさ

⑧におい
⑨ごみの処理・
リサイクル活動 ⑦静かさ（騒音・振動）

④文化財や寺社の保存
⑫道路環境

⑬公共交通
①山林・緑の多さ

⑩公園・緑地

重要度指数平均値4.28

⑪自然と調和した都市景観

⑭自然とのふれあいの場

⑯地域・学校での環境学習

⑮環境関連情報の提供 ⑤地域での文化的な行事

③生き物の種類の多さ

満足度指数平均値3.49
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満足度指数※１が平均値（3.49）を下回り、重要度指数※２が平均値（4.28）を上回る象限に

該当する項目が「今後、積極的に対応を図るべき取組」と考えられます。 

該当する項目は、前回調査の結果と同じ項目です。 
 

※１満足度指数と※２重要度指数：アンケート回答者の満足度と重要度の評価をそれぞれ得点化（今回
は５点満点）し、加重平均して算出した値。 
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前回調査の結果（平成 22年度実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足度指数の平均値（3.34）、重要度指数の平均値（4.33） 
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⑫道路環境

⑮環境関連情報の提供

⑯地域・学校での環境学習

③生き物の種類の多さ

⑤地域での文化的な行事

⑭自然とのふれあいの場

⑪自然と調和した都市景観

⑨ごみの処理・
リサイクル活動

⑥空気のきれいさ

①山林・緑の多さ

⑦静かさ（騒音・振動）⑧におい

④文化財や寺
社の保存

重要度指数平均値4.33

満足度指数平均値3.34

⑬公共交通

②水のきれいさ

⑩公園・緑地
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73.7 

41.8 

34.6 

21.2 

14.2 

2.3 

1.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自分自身の生活習慣が環境を悪化させていないかを見

直すこと

自然環境や生活環境などの環境問題について考えるこ

と

環境を守るためには、多少の不便を我慢すること

環境に配慮したまちづくりなどの活動に積極的に参加

すること

環境を守るためには、自分たちもその費用を負担する

こと

その他

不明・無回答

%

(MA) N = 739

65.1 

60.1 

29.9 

29.4 

28.3 

2.6 

1.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

大気・水質・騒音等の公害

防止に対する取組

環境にやさしい製品の開

発・販売

環境管理のための仕組み

（環境マネジメントシステ

ム）の構築

事業所緑化など、地域環境

への貢献

地域住民と協力した環境保

全活動の推進

不明・無回答

その他

%

(MA) N = 739

52.9 

47.2 

36.9 

29.2 

28.7 

3.0 

2.0 

0.0 20.0 40.0 60.0

大気、水質、騒音等の公害防止

に対する活動

３Ｒの推進、特にリデュース

（ごみの発生抑制）とリユース

（再使用）に関する活動

森林や野生動物などの自然環境

保護の活動

太陽エネルギーなど新エネル

ギー対策への活動

水や電気・ガス等の節約に関わ

る活動

その他

不明・無回答

%

(MA) N = 739

3-2 環境保全に対する今後の取組について 

(1) 市民アンケート調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査の結果と同じく「自分自身の生活習慣が環境を悪化させていないかを見直すこと」

が 73.7％と最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、環境をよりよくするために、「市民」が取り組まなければならないと思うこと（３つまで） 
 

今後、環境をよりよくするために「市民団体・ＮＰＯ
＊
等」 

に取り組んでほしいと思うこと（３つまで） 

 

今後、環境をよりよくするために「企業や 
事業者」に期待すること（３つまで） 
 
 
 

前回調査の結果と同じく、「大気、水質、騒音

等の公害防止に対する活動」と「３Ｒ＊の推進、

特にリデュース（ごみの発生抑制）とリユー

ス（再使用）に関する活動」が多く約 50％を

占めている。 

前回調査の結果と同じく、「大気・水質・騒音

等の公害防止に対する取組」と「環境にやさし

い製品の開発・販売」が多く 60％を超えている。 
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前回調査の結果（平成 22年度実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、環境をよりよくするために、「市民」が取り組まなければならないと思うこと（３つまで回答） 

(MA) N = 962

73.1

44.2

39.0

27.1

14.6

2.5

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自分自身の生活習慣が環境を悪化させていな

いかを見直すこと

自然環境や生活環境などの環境問題について

考えること

環境を守るためには、多少の不便を我慢する

こと

環境に配慮したまちづくりなどの活動に積極

的に参加すること

環境を守るためには、自分たちもその費用を

負担すること

その他

不明

%

●「自分自身の生活習慣が環境を悪化させていないかを見直すこと」が 73.1％で最も多い。 

●「市民団体・ＮＰＯ等」に取り組んでほしいと思うことでは「大気、水質、騒音等の公害
防止に対する活動」「３Ｒの推進、特にリデュース（ごみの発生抑制）とリユース（再使用）
に関する活動」が多く、50％を超えている。 

●「企業や事業者」に期待することでは「大気、水質、騒音等の公害防止に対する取組」「環
境にやさしい製品の開発・販売」が多く、50％を超えている。 
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65.0 

42.2 

40.3 

16.0 

13.1 

6.8 

1.9 

3.4 

0 20 40 60 80

市民や事業者の自主的な取組を支援するために、技術的・

経済的な支援、適切な情報提供等を行う

啓発事業を実施することにより、全市的な環境保全意識の

高揚を図る

行政自らが温室効果ガスの排出削減に積極的に取り組む

市民、市民団体、事業者、行政のネットワークによる実行

評価体制の整備

事業活動に対する環境面での規制を強化する

望むことはない

その他

不明・無回答

%

(MA) N = 206

 (2) 事業所アンケート調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「環境保全のために企業ができる取組」は、「従業員への継続的な環境教育を実施する」、「省

エネルギー・省資源の推進により、製造や流通など事業活動に伴う温室効果ガスの排出削減

に取り組む」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「環境保全について市（行政）に望むこと」は、「市民や事業者の自主的な取組を支援するた

めに、技術的・経済的な支援、適切な情報提供等を行う」、「啓発事業を実施することにより、

全市的な環境保全意識の高揚を図る」、「行政自らが温室効果ガスの排出削減に積極的に取り

組む」が多い。 

環境保全のために企業ができる取組（３つまで） 

 

 

 
58.7 

56.8 

32.0 

23.3 

21.4 

7.3 

5.3 

1.5 

3.4 

0 20 40 60 80

従業員への継続的な環境教育を実施する

省エネルギー・省資源の推進により、製造や流通など事業

活動に伴う温室効果ガスの排出削減に取り組む

地域と連携し、環境保全活動に取り組む

環境マネジメントシステムを導入する

温室効果ガス排出量が少ない製品やサービスの開発及び普

及を促進させる

温室効果ガス排出削減の取組結果を公表する

環境NGO・NPOと協力して環境保全のための知恵や技術を出

し合う

その他

不明・無回答

%

(MA) N = 206

環境保全について市（行政）に望むこと（３つまで） 

 

 

 



 15 

前回調査の結果（平成 22年度実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (MA) N = 222

56.8

54.1

32.0

26.6

15.8

7.7

5.4

2.3

8.1

0 20 40 60

従業員への継続的な環境教

育を実施する

省エネルギー・省資源の推

進により、製造や流通など

事業活動に伴う温室効果ガ

スの排出削減に取り組む

地域と連携し、環境保全活

動に取り組む

温室効果ガス排出量が少な

い製品やサービスの開発及

び普及を促進させる

環境マネジメントシステム

を導入する

温室効果ガス排出削減の取

組結果を公表する

環境NGO・NPOと協力して環

境保全のための知恵や技術

を出し合う

その他

不明

%

 (MA) N = 222

62.6

39.2

38.7

16.7

11.7

4.5

3.2

8.1

0 20 40 60 80

市民や事業者の自主的な

取組を支援するために、

技術的・経済的な支援、

適切な情報提供等を行う

啓発事業を実施すること

により、全市的な環境保

全意識の高揚を図る

行政自らが温室効果ガス

の排出削減に積極的に取

り組む

市民、市民団体、事業

者、行政のネットワーク

による実行評価体制の整

備

事業活動に対する環境面

での規制を強化する

望むことはない

その他

不明

%

環境保全のために企業ができる取組 環境保全について市(行政)に望むこと 

●「環境保全のために企業ができる取組」は、「従業員への継続的な環境教育を実施」と「省エネル
ギー・省資源の推進により、製造や流通など事業活動に伴う温室効果ガスの排出削減」が多い。 

●「環境保全対策について市(行政)に望むこと」は、「市民や事業者の自主的な取組を支援するた
めの技術的・経済的な支援、適切な情報提供等」が最も多い。 
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3-3 中学生アンケート調査の結果 

(1) 奈良市の環境で好きなところ 

「文化財や寺社などの世界遺産」が 21.4％と最も多く、次いで「山林・緑の多さ」が 20.0％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 環境教育において学習したい分野について 

【自然・歴史】の分野では、「野生動植物の 

保護・管理」が最も多く 27.3％、【生活・ 

都市環境・資源循環】の分野では、「公園や 

街路にある緑地の保全と役割」が最も多く 

30.2％、【地球温暖化対策】の分野では、 

「二酸化炭素＊吸収源としての植林や緑化の 

効果」が最も多く 44.9％となっている。 
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20.0 

10.9 

10.3 

7.4 

7.1 

7.1 

5.4 

5.1 

2.9 

0.6 

1.7 

0 5 10 15 20 25

文化財や寺社などの世界遺産

山林・緑の多さ

空気のきれいさ

水のきれいさ

自然と調和したまちの景色

静かさ（騒音・振動）

町内の公園や緑地

自然とのふれあいの場

生き物の種類の多さ

地域・学校での環境学習

その他

不明

%

(MA) N = 350

30.2 

22.9 

17.9 

17.9 

1.1 

10.1 

0 20 40

公園や街路にある緑地の保全と役割

大気・水質・騒音等の公害防止対策

節水や雨水利用

ごみの分別やリサイクルの方法

その他

不明

%

(MA) N = 179

44.9 

27.8 

14.6 

1.9 

10.8 

0 20 40 60

二酸化炭素吸収源としての

植林や緑化の効果

エネルギーの省力化・効率

化の促進

民間団体等の取組の体験

その他

不明

%

(MA) N = 158

27.3 

25.6 

23.5 

17.6 

1.3 

4.6 

0 5 10 15 20 25 30

野生動植物の保護・管理

歴史的文化遺産の保全と活用

多様な動植物の生息場所の保全

里山などの自然の保全と活用

その他

不明

%

(MA) N = 238
【自然・歴史】 

【生活・都市環境・資源循環】 

【地球温暖化対策】 


